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シロクローパの開花・結実習性

1. 採種関連形質の変異について
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Flowering and Seed Setting Behaviour of White Clover (Triforiu112問μnsL.) 

1. Variation of Seed-Yielding Characters 

Gen-ichiro SUGAWARA，* Tohru SHIMADA本 andYoh HORIKAWA弔

緒 言

シロクロ バは他殖性植物であるので，集団はすべての形質について多かれ少なかれ不均

質 (hetrogenous)である。とくに採種関連形質に関しては，一般に大きな集団内個体間変異が

認められる。これらの形質はいずれも重要な適応形質であるので，集団に働く自然選択の影響

を大きく受けて変化する。しかしながら，これらの形質がどのような適応的意義をもち，また

自然、選択によってどのような影響を受けるか，具体的な知見は現在非常に乏しし、。そこで本研

究は，とくにシログローバの開花・結実習性に限って，その生態遺伝学的特性を明らかにし，

集団の遺伝的動態の機作を解明するための基礎的知見をうる目的で行った。ここではわが国で

広く利用されている Y ログローバ品種について，採種関連形質の変異の大きさおよび形質問の

相関を検討した。

材料および方法

材料としてカリフォノレニア・ラジノ(ラジノタイフ)， ミノレカ(コモンタイプ) およびニ

ュージーランド・ホワイト(コモンタイプ)の 3品種を用いた。 1976年5月上旬，これらの種

子を lmxlmの栽植密度で播種し， 1本立とし， 各品種について 77個体を養成した。同年

は特に調査は行わず， 1977年6月上旬から調査を開始した。

調査形質は，葉面積 (20個の 3小葉から求めた平均葉面積)， 1E芽節率(最初の花芽節の

次の節から， 1m旬茎の先端までの全節数に対する1E芽節の割合， 個体あたり 10本の1m旬茎か
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